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1  はじめに  
ここ10年の情報技術の発展、及びインター

ネットの普及率は目を見張るものがある。そ

ういった情報技術の発展に伴い「インターネ

ットオークション」の普及率や認知度はかな

り高くなっていると言えるだろう。これはア

ドレスを知れば、不特定多数の人が閲覧でき

ると言ったホームページの特性を活かし、い

つでもどこでも参加することができるとい

った利便性によるものである。これに伴い、

インターネットオークションの研究も盛ん

に行われるようになってきた。だが、主に行

われているのは入札者がどういった入札の

方法を取る、ということや、出品者の行動戦

略などといったことが中心であり、「実際に

その品物を出品したらいくらで落とされる」

といった、根本的な部分の研究はあまり行わ

れていない。これは不特定多数の人が居るイ

ンターネットオークションでは、様々な行動

を取る人が居るため、実際に予測することは

難しいからである。 

 本研究では、品物の種類を特定の条件に当

てはめることが出来れば、多くのオークショ

ンデータとマルチエージェントシステムを

用いて、実際に出品されるものがいくらで落

札されるのかを予測することが出来るので

はないかということをテーマにしている。 

 
2  オークションシステム 
マルチエージェントシステムを用いて、実

際のオークションをシミュレートする。マル

チエージェントシステムとは、固有の情報を

持った複数のエージェントが、相互作用する

ことにより、社会システムや経済システムを

表現する手法である。今回は、オークション

というシステムを、実際の入札者というエー

ジェントの挙動で表現し、その結果落札され

る価格を予想するというものである。 

 このオークションモデルは出品される品物

が1つ、この品物には情報があり、それを各
エージェントは「知覚確率」により知ること

が出来る。それに加えて実際に入札を行うエ

ージェントがＮ人おり、1回のオークション
期間は600ステップで行う(前半200、中盤
200、後半200)。それぞれのエージェントは
与えられた情報と行動パターンに基づいて

品物を知覚し、入札可能であれば入札し、そ

の結果現在価格が決まる。その情報をエージ

ェントはまた知覚し、流れをくり返すことに

よって、オークションモデルを構成する。 

 
2.1 エージェントモデル 
 オークションの中で使われるエージェン

トとして有名な、４つの行動パターンを本研

究でも使用する。（図１） 
 
表1 エージェントの行動パターン 

  入札開始時 知覚確率 入札確率

CheepEarlybidder 前半 １０～２０％ １０～２０％

Earlybidder 前半 ２０～４０％ １０～３０％

Sniper 後半 ７０～８０％ ７０～８０％

SniperBycontinuation 後半 ５０～７０％ ４０～６０％

 
図を見れば判るように、Earlybidderと

CheepEarlybidderは前半から品物を知覚し、

入札を開始する。また、この２つのエージェ

ントは現在の金額が上がってくると、興味が

薄れていくという傾向を持つ設定になって

いる。これは安いものならオークションに参

加し、あわよくば落札しよう、というエージ

ェントの表現である。それに対しSniperと

SniperBycontinuationは後半から参加する

代わりに、知覚確率、入札確率も高く設定さ

れている。これは一般的にその品物が欲しい

というエージェントの表現である。 
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2.2 商品条件 
今回のシミュレーションでは、実際に品物

の落札価格を予想するに当たって、いくつか

の条件に当てはまるものを選ばなければなら

ない。まず「個人の評価額が大きく違う」と

いう品物は予測が出来ないので、これは除外

しなければならない。またその品物が余りに

古いものであると、これも同様に予測できな

くなってしまう。これは一般的にオークショ

ンで落札されている品物の価格は時間が経つ

に連れて、その品物の「定価」からだんだん

と価格が低くなっていく傾向、言わば「価格

低下線」の上を辿るようになっていることが

多い。だが、一定期間が経つとその品物の価

値は著しく低下し、価格低下線から外れてし

まい、今回のシステムにおいてはこの場合も

予測が出来なくなってしまう。そこで今回は

個人の価値が大きく違う場合が少なく、実際

のYahooオークションにおいても比較的新し
い品物が多く出回っている「コンピュータ、

及びコンピュータ周辺機器」という商品分類

において、価格の予測を行っていくことにす

る。 

 
３ 価格予測シミュレーション 
まず、オークションシステムに出品される

品物を決める。これは実際にYahooオークシ
ョン(品物分類:コンピュータ)で出品され、落
札されたデータの中から無作為に選出する。 
どの品物が出品されるか決定されたら、次に

品物の落札上限価格Mを決定する。これはそ
の品物がどの程度の価値をもっているか、と

いうことに等しく、この価格は品物の定価と

価格低下線から決定される。次に4種類のエー
ジェントの数Nを決める、これは入札するか
もしれない潜在的な人の数を示しており、こ

の数を最初は１０とし、全部で４×１０、４

０人のエージェントを持っている状態からス

タートする。また、入札単位は現状でYahoo
オークションが取っている手法を採用する。

(表２) 開始価格はすべて１００円からスタ
ートしシミュレーションを行う。このシミュ

レーションによって得られた落札結果と、

Yahooオークションで実際にその品物が落札
された価格を比較し、その予測精度が上がる

ようにエージェントが持つ知覚確率、入札確

率の設定、及びエージェントの数を変化させ、

より精度の高いシステムの構築を目指す。次

ページに落札価格予測までの流れを示す。 
 

 

   
表2 入札単位表 

現在の価格 入札単位 

１～１０００円 10円 

１０００～５０００円 100円 

5000円～1万円 250円 

1万円～5万円 500円 

それ以上 1000円 

 
 

システムの流れ 
１，どの品物が出品されるかを実際のYahoo
オークションで出品されているものから

ランダムに選ぶ 

２，品物の情報(定価，古さ)から品物の上限

価格を決定する 

３，オークションシステムに品物を出品し、

エージェントは表１のそれぞれに設定さ

れている知覚確率に基づき、品物を知覚

する 

４，エージェントは同様に設定された各入札

確率に基づき、このステップで入札する

かどうかを判断する 

５，入札するとしたとき、各エージェントは

設定されている入札価格に基づき、上限

価格以下の価格を入札する 

６，その結果、現在の価格が決定する 

７，３，から６，は１ステップの中で行われ、

オークションが終了する６００ステップ

までくり返し行う 

８，その結果、システムから落札された価格

が出る、それと実際にYahooオークショ
ンで落札された価格とを比較し、誤差を

取る、その誤差が少なくなるようにエー

ジェントの数と入札確率を調整する 

 

４ まとめ 
本研究では実際のオークションの流れをシ

ミュレートすることにより、落札価格を予想

することに取り組んでいる。現在はシステム

のプログラム開発と、その予測精度を上げる

ためには、エージェントにどのような情報を

加えていけば良いのかを模索中である。 
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